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募集概要

１．アドミッション・ポリシー
　専修大学法科大学院は、「議論による問題解決能力」を有する法曹の養成を目的としています。法律家に
最も必要とされる資質が、議論による問題解決能力であると考えているからです。議論による問題解決能力
とは、共通言語である法律学の基礎理論に基づき、相互に、主張、反論、再反論を繰り返すことによって、
いかに異なった価値観を有する者の間であっても、その共通言語を通じて共有する世界を構築できる能力の
ことです。したがって、入学者選抜に際しては、「公平性・開放性・多様性の原則」を遵守したうえで、社
会の多様な層から、意欲をもって、基礎理論の修得及びそれに基づく議論を展開することができる人材を求
めています。

２．募集する研究科・専攻
　法務研究科（法科大学院）法務専攻

３．募集人員
　法学未修者　14名（３年制：法律学の基礎的な学識を有しない者）
　法学既修者　14名（２年制：法律学の基礎的な学識を有すると認められた者）
［入学試験ごとの募集人員について］
　 第一期　スカラシップ入試 　　法学未修者　８名
　　　　　　　　　　　　　　　　法学既修者　８名
　 第一期　一般入試 　　　　　　法学未修者　２名
　　　　　　　　　　　　　　　　法学既修者　２名

　※第二期入試以降の募集人員については、それぞれの出願期間前日までに
　　本学Webサイトにて公表いたします。
　　URL：https://www.senshu-u.ac.jp/education/lawschool/

Ⅰ．スカラシップ入試

１．スカラシップ入試の趣旨

　専修大学では、明治13年に専修学校を開学した若き創設者たちの理念を21世紀ビジョン「社会知性の
開発」として掲げました。「社会知性の開発」とは、「社会の問題を自ら発見し、自ら考え、解決する知
力を身につける」ことです。この理念を法科大学院では議論による問題解決という教育方針で表現して
います。
　スカラシップ入試で求めるのもこの趣旨に共鳴する方々です。この力を見るために長文の志望理由書
を提出していただき、その内容と入学試験の結果とを合わせて、合否の判定を行います。
　専修大学法科大学院では、創立以来190名を超える司法試験合格者を輩出しています。社会の屋台骨
を支える有為な人材として活躍しています。
　今後も広く全国各地から人間性豊かな意欲ある志願者を募集いたします。
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２．スカラシップ入試の入学者選抜の流れ

※全ての試験において「法学未修者」と「法学既修者」を併願することが可能です。

　スカラシップ入試における合格者全員を「スカラシップ入試奨学生」として採用し、学費（入学金、授業
料、施設費）相当額並びに月額８万円（年額96万円）を奨学金として給付します。また、この奨学生の採用
期間は原則として、既修者は２年間、未修者は３年間となります。詳細については、奨学生制度（16ペー
ジ）を確認してください。

【出願における注意事項】
（１）出願資格や入学検定料などの出願に関することは、４ページ以降を参照してください。
（２）法科大学院在学中の者が出願し、本学法科大学院に入学する場合には、入学までに在学する法科大

学院を修了することなく退学する必要があります。
（３）司法試験の出願に関して、本学法科大学院の受験資格以外で司法試験を受験された場合は、支給し

た奨学金の返還を求めます。
（４）飛び入学の出願資格で出願を予定している場合は、事前の審査が必要となりますので出願資格に記

載されている期日までに法科大学院事務課（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてください。
（５）法学未修者のみ、長期履修制度（４年制）を利用することができます。当該制度の利用を希望する

場合は、各期の出願期間前日までに法科大学院事務課（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてくださ
い。

（６）スカラシップ入試は追加合格者の発表を行いません。
（７）上記の第一期から第四期のスカラシップ入試以外にも、学部を３年次で早期卒業する予定の者を対

象にスカラシップ入試（早期卒業）を実施します。スカラシップ入試（早期卒業）については、本学
Webサイト上において、10月頃を目処に募集要項を掲載する予定です。当該入試の手続方法は、提
出書類の違いをはじめとして、本募集要項に記載の内容と異なる部分がありますので、注意してくだ
さい。

試験区分

出願期間
締切日消印有効

合格発表

手続期間

第一期
スカラシップ入試

第二期
スカラシップ入試

第三期
スカラシップ入試

第四期
スカラシップ入試

６月８日（木）～
６月15日（木） 　

既修者
７月１日（土）

未修者
７月２日（日）

７月７日（金）

８月18日（金）～
８月25日（金） 　

８月18日（金）～
８月25日（金） 　

既修者
９月９日（土）

未修者
９月10日（日）

９月15日（金）

９月19日（火）～
９月26日（火） 　

11月９日（木）～
11月16日（木） 　

既修者
12月２日（土）

未修者
12月３日（日）

12月８日（金）

12月11日（月）～
12月18日（月） 　

１月25日（木）～
２月１日（木） 　

既修者
２月17日（土）

未修者
２月18日（日）

２月22日（木）

２月26日（月）～
３月４日（月） 　

試験日

既修者　　　　　　
筆記試験・面接試験

未修者　　　　　　　
小論文試験・面接試験
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Ⅱ．一般入試

１．一般入試の入学者選抜の流れ

※全ての試験において「法学未修者」と「法学既修者」を併願することが可能です。

　一般入試の合格者のうち、その成績が優秀な者を「新入生学術奨励奨学生Ａ」、又は「新入生学術奨励奨
学生Ｂ」として採用します。詳細については、奨学生制度（16ページ）を確認してください。

【出願における注意事項】
（１）出願資格や入学検定料などの出願に関することは、４ページ以降を参照してください。
（２）法科大学院在学中の者が出願し、本学法科大学院に入学する場合には、入学までに在学する法科大

学院を修了することなく退学する必要があります。
（３）司法試験の出願に関して、本学法科大学院の受験資格以外で司法試験を受験された場合は、支給し

た奨学金の返還を求めます。
（４）飛び入学の出願資格で出願を予定している場合は、事前の審査が必要となりますので出願資格に記

載されている期日までに法科大学院事務課（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてください。
（５）法学未修者のみ、長期履修制度（４年制）を利用することができます。当該制度の利用を希望する

場合は、各期の出願期間前日までに法科大学院事務課（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてくださ
い。

（６）一般入試のみ最終合格発表時に追加合格の候補者を発表する場合があります。

試験区分

出願期間
締切日消印有効

合格発表

手続期間

第一期
一般入試

６月８日（木）～
６月15日（木） 　

既修者
７月１日（土）

未修者
７月２日（日）

７月７日（金）

８月18日（金）～
８月25日（金） 　

第二期
一般入試

８月18日（金）～
８月25日（金） 　

既修者
９月９日（土）

未修者
９月10日（日）

９月15日（金）

９月19日（火）～
９月26日（火） 　

第三期
一般入試

11月９日（木）～
11月16日（木） 　

既修者
12月２日（土）

未修者
12月３日（日）

12月８日（金）

12月11日（月）～
12月18日（月） 　

第四期
一般入試

１月25日（木）～
２月１日（木） 　

既修者
２月17日（土）

未修者
２月18日（日）

２月22日（木）

２月26日（月）～
３月４日（月） 　

試験日

既修者　　　　　　
筆記試験

未修者　　　　　　　
小論文試験
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スカラシップ入試　一般入試　共通

Ⅲ．出願に関すること

１．出願資格
　以下の（１）～（14）のいずれかの出願資格条件を満たしている者。
　＊（１）～（６）、（11）～（14）は、2024年３月までに出願資格を満たす予定の者も含む

（１）大学を卒業した者
（２）大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者
（３）外国において、学校教育における16年の課程を修了した者
（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校 

教育における16年の課程を修了した者
（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教
育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす
ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

（７）文部科学大臣の指定した者
（８）本学法科大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、2024年３月31日までに22歳に達する者
　　＊外国人学校の卒業者等大学卒業資格を有していない者が対象
（９）飛び入学で大学院に入学した者であって、本学法科大学院において、大学院における教育を受ける

にふさわしい学力があると認めた者
（10）飛び入学を希望する者は上記にかかわらず次の条件を満たす者（法学未修者・法学既修者） 

　現在、大学学部３年次に在学し、次の各号の全ての条件を満たす者
①２年次までに、卒業要件単位のうち70単位以上修得している者
② ２年次までに修得した単位の70％以上の学業成績が、在学している大学の100点満点中80点以上で

あること
③３年次終了時に、４年次配当科目を除く、全ての必修科目の単位を修得することが見込まれる者
④３年次終了時に、卒業単位の70％以上を修得することが見込まれる者
　なお、休学の期間は、在学期間に含めないものとする。また、入学者選抜試験に合格した後に、上
記③及び④に定める単位及び学業成績を修めることができないことが確定した場合、入学を取り消
す。

（11）外国の大学その他の外国の学校において、修業年限が３年以上である課程を修了することにより、
学士の学位に相当する学位を授与された者

（12）外国において学校教育における15年の課程を修了し、所定の単位を優秀な成績で修得したと本学法
科大学院が認めた者

（13）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校
教育における15年の課程を修了し、所定の単位を優秀な成績で修得したと本学法科大学院が認めた者

（14）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程を修了
したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教
育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、所定の単位を優秀な成績で
修得したと本学法科大学院が認めた者

　＊上記（８）～（14）については、事前の審査が必要となるため、以下の期限までに法科大学院事務課
　　（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてください。
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　・第一期　スカラシップ入試・一般入試　2023年５月31日（水）まで
　・第二期　スカラシップ入試・一般入試　2023年８月２日（水）まで
　・第三期　スカラシップ入試・一般入試　2023年11月１日（水）まで
　・第四期　スカラシップ入試・一般入試　2024年１月17日（水）まで

２．入学検定料
　１日　35,000円（同日受験の場合は単願でも併願でも同額）
　２日目以降の入学検定料は年度内に限り１日10,000円となります。

土曜日　同日併願 日曜日　同日併願 土・日　併願

スカラ
シップ

既修者 法律科目試験+面接 ○ ○
未修者 小論文試験+面接 ○ ○

一般
既修者 法律科目試験 ○ ○
未修者 小論文試験 ○ ○

受験料 ¥35,000 ¥35,000 ¥45,000
受験料（同一年度受験済み） ¥10,000 ¥10,000 ¥20,000

例１　 第一期スカラシップ入試　法学未修者（７月２日（日））・法学既修者（７月１日（土））併願の 
場合

　　　⇒試験日２日　１日目（35,000円）＋２日目（10,000円）＝45,000円
例２　第一期スカラシップ入試に出願済み
　　　 第二期スカラシップ入試　法学未修者（９月10日（日））・法学既修者（９月９日（土））を併願

し、同時出願で第二期一般入試　法学未修者（９月10日（日））を併願する場合
　　　⇒試験日２日　１日目（10,000円）＋２日目（10,000円）＝20,000円

３．入学検定料の振込みについて
　本学所定の振込依頼書（写真票等と一連になっているＣ票）で最寄りの銀行窓口から電信扱いにより振り
込んでください。自動振込機（ＡＴＭ）からの振り込みはできません。
　なお、三菱ＵＦＪ銀行から振り込む場合、手数料は無料となります。

（１）　〈Ａ票～Ｃ票〉の各票に必要事項を記入のうえ、各票とも切り離さずに銀行の窓口へ提出してくだ
さい。振り込みが完了しましたら、〈Ａ票・Ｂ票〉を受け取り、銀行の収納印があるかを必ず確認し
てください。

（２）　〈Ａ票・Ｂ票〉を切り離し、〈Ａ票〉のみを大学へ提出してください。なお、入学検定料振込金領
収書〈Ｂ票〉は大切に保管してください。

※振込依頼書は今年度の全入試共通で利用可能です。
※一度振り込んだ入学検定料は、どのような理由があっても返還できません。

※コンビニ・クレジットカード等での入学検定料の支払いについて
　　第二期以降、銀行振込に加えて、コンビニ・クレジットカード等での支払いが可能となる予定です。

出願前に本学ホームページで確認してください。

４．出願の方法
　出願に必要な書類を取りそろえ、入学検定料を銀行から振り込んだ後、本学所定の出願書類送付用封筒に
入れ、書留速達で郵送いただくか、又は法科大学院事務課へ直接提出してください。
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５．出願書類の宛先
　〒101-8425　東京都千代田区神田神保町３－８　　専修大学　法科大学院事務課
　直接提出の場合は、神田キャンパス８号館２階法科大学院事務課（アクセスは裏表紙の地図参照）
　※窓口取扱時間（月～金　９：00～17：00、土　９：00～12：00）
　　　　　　　　　８月18日～25日は、月～金　10：00～16：00

６．出願書類
（１）入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）

　本学所定の用紙を使用し、「出願書類等記入上の注意　入学者選抜用志願書（パーソナル・デー
タ）について」（９ページ）を参照し、記入してください。

（２）志望理由書
　本学所定の用紙を使用し、「出願書類等記入上の注意　志望理由書について」（９ページ）を参照
し、記入してください。

（３）出身大学の卒業証明書又は卒業見込証明書（厳封不要）
　卒業（見込）証明書は、同様の内容が成績証明書に記載され、学位が確認できる場合には、提出す
る必要はありません。
　卒業見込証明書について、書類添付ができない事由がある場合には、書類送付前に法科大学院事務
課（TEL03-3265-6891）に相談してください。

（４）大学の成績証明書（厳封不要）
　編入学又は学士入学により大学へ入学した場合は、前の大学（短期大学を含む）の成績証明書も併
せて提出してください。

（５）大学院修了者又は在学中の者は、出願書類の（３）（４）に加えて、大学院の成績証明書、修了証
明書又は修了見込証明書（修了見込みではない在学中の者は在学証明書）を提出してください。

（６）結婚等により、出願書類の（３）（４）（５）の証明書の氏名が現在の氏名と異なる場合は、氏名変
更を証明するもの（戸籍抄本等）を添付してください。

（７）Ａ票（写真票）
　本学所定の用紙を使用し、「出願書類等記入上の注意　Ａ票～Ｃ票について」（10ページ）を参照し
て記入してください。
　必要事項を記入した後、入学検定料を納入し、金融機関の収納印があるものを提出してください。
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（８）各種取得資格・検定試験成績等の証明書類【提出は任意】
　適宜縮小コピーをするか折り込むなどして、「各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用
紙」に貼付してください。なお、書類審査において評価の対象となる資格、検定試験等は、以下のと
おりです。※評価対象以外の証明書類は同封しないでください。

評価の対象となる資格・検定試験等

評価の対象となる資
格

（コピー可）

医師、歯科医師、公認会計士、会計士補、司法書士、不動産鑑定士、不動産鑑定士補、弁理士、
税理士、社会保険労務士、臨床心理士、薬剤師、獣医師、国会議員政策担当秘書、一級建築士、
土地家屋調査士、中小企業診断士、行政書士、応用情報技術者、宅地建物取引士、マンション管
理士

評価の対象となる検
定試験
＊有効期限を10年と
します。

（コピー可）

・英語　　　　　　ＴＯＥＦＬ－ｉＢＴ（71点以上）
　　　　　　　　　ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ（700点以上）、実用英語技能検定（英検）（準１級以上）
　　　　　　　　　国際連合公用語英語検定（Ｂ級以上）

＊英語の検定試験について、ＴＯＥＦＬ－ＩＴＰとＴＯＥＩＣのＩＰテスト
のスコアは評価の対象から除きます。

＊ＴＯＥＩＣの公式認定証のデジタル化に関する対応については、決定次
第、本学ホームページでお知らせします。

・ドイツ語　　　　ドイツ語Ｃ２大ディプロム試験（ＧＤＳ）（合格）
　　　　　　　　　ドイツ語技能検定試験（準１級以上）（ＤＤＪ）
・フランス語　　　ＤＥＬＦ（Ｂ２以上）、実用フランス語技能検定試験（ＤＡＰＦ）
　　　　　　　　　（準１級以上）
・中国語　　　　　新ＨＳＫ（５級以上）
　　　　　　　　　中国語検定試験（２級以上）
・スペイン語　　　スペイン語検定（ＤＥＬＥ）（Ｃ１以上）
　　　　　　　　　スペイン語技能検定（２級以上）
・韓国・朝鮮語　　韓国語能力試験（ＴＯＰＩＫ）（５・６級）、「ハングル」能力検定試験（１級）
【既修者のみ】
・法学検定試験　アドバンストコース

その他に評価の対象
とするもの

【既修者のみ】
・2021年以降の司法試験予備試験の短答式試験合格

その証明書類は論文式試験の受験票（コピー可）とします。
なお、紛失等で提出が困難な場合は、それに代わるものとして誓約書を提出してください。誓
約書の書式は自由ですが、氏名、住所、電話番号、合格した事実を本人が自筆で記載し捺印し
てください。

（９）外国の大学、大学院（コミュニティカレッジ、語学学校除く）に６ヶ月以上留学した経歴を証明す
る書類（期間が明示されているもの）【提出は任意】
　書類審査における評価の対象とすることを希望する者は提出してください。（コピー可）

（10）飛び入学を希望する者は（３）（４）に代えて以下の書類を提出してください。
①２年次終了までの成績証明書
②３年次における履修証明書
③卒業要件を明記した書類（ガイドブックや履修要覧等）＊専修大学の学生は不要
④①・②の内容がわかる講義概要（シラバス等）＊専修大学の学生は不要

①に記載された成績取得済みの科目及び2023年度末までに履修予定の科目の単位数・科目内容・授
業回数等がわかるもの

＊健康診断書、推薦状の提出は不要です。
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７．併願について
（１）スカラシップ入試と一般入試の複数回出願、並びに両方への同時出願が可能です。
（２）全ての試験において「法学未修者」と「法学既修者」を併願することが可能です。
（３）スカラシップ入試と一般入試の両方に同時出願する場合、志望理由書はスカラシップ入試用の１通

のみを提出してください。
（４）出願書類は、スカラシップ入試と一般入試の両方に同時出願する場合や法学未修者と法学既修者を

併願する場合でも提出は１部になります。
　第一期入試を出願した上で、第二期入試等に出願するなど入試期間をまたいで出願する場合は、再
度、出願書類を提出する必要があります。

（５）各期で同時出願や併願する場合は、受験票に複数の受験番号を記載します。
（６）スカラシップ入試の併願者は、法学未修者と法学既修者の２回の面接試験を受験することになりま

す。
（７）併願等に係わる「入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）」や＜Ａ票・Ｂ票＞の試験区分の記

載方法については、９ページの「出願書類等記入上の注意」や17ページからの記入例を参照してくだ
さい。

※スカラシップ入試（早期卒業）との併願手続については、本学ホームページで10月に公開するスカラ
シップ入試（早期卒業）用の募集要項を確認してください。

８．出願上の注意
（１）出願書類に不備があるものは一切受け付けません。

①入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）の記入もれ、記入間違いのあるもの
②Ａ票（写真票）に入学検定料の収納印が押印されていないもの（銀行振込の場合）
③必要な出願書類が不足しているもの

（２）出願に際して提出した書類、記載事項に不正が認められた場合は、入学後においても入学許可を取
り消すことがあります。また、入学時に奨学生に採用されている場合は、その採用を取り消すととも
に支給した奨学金の返還を求めることがあります。

（３）一度受理した出願書類は返還しませんのでご了承ください。
（４）不明な点は、事前に法科大学院事務課（TEL03-3265-6891）へ問い合わせてください。

９．受験票の送付
　受験票は出願書類受理後、入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）をもとにデータを作成し、「志願
書に記載された住所」に郵送します。
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10．出願書類等記入上の注意
（１）出願書類等を記入する場合は、必ず黒のペン又はボールペンで記入してください。
（２）それぞれの入試で法学未修者と法学既修者を併願する場合は、出願書類は１部提出となりますが、
期をまたぐ場合（例えば、第一期入試を出願済で第二期入試を出願する場合）は、再度、出願書類を
提出してください。

（３）記入した事項を訂正する場合には、誤った事項を二重線「＝」で抹消し、訂正印を押してくださ
い。訂正はその上又は横に書き直してください（修正液や修正テープ等は使用しないでください。訂
正の文字は各項目欄の枠からはみ出しても差し支えありません）。

（４）各出願書類における※印欄は記入しないでください。
入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）について（17ページの記入例も参照してください）
氏 名 記入欄の上段はカタカナ、下段は漢字で記入してください。

性 別 該当する数字を○で囲んでください。

生 年 月 日・ 年 齢 生年月日は和暦で記入し、年齢は令和６年４月１日現在の年齢を記入してください。

写 真 脱帽上半身正面（背景のないもの）、縦４cm、横３cm、最近３カ月以内に撮影したもので、裏面に氏名を
記入してから貼付してください。

試 験 区 分
試験区分には受験期の数字を記載の上、出願する全てのチェック欄にチェックを入れてください。
過去に実施された令和６年度入試の出願状況に基づいて、「同一年度内入試　過去の出願の有無」の該当欄
にチェックを入れてください。

住 所 志願者と連絡がとれる住所、電話番号（市外局番も含む）を記入してください。携帯電話、メールアドレ
ス（携帯電話のアドレス可）についても、記入してください。

入学後の通学住所 変更となることが決定している場合のみ☑をしてください。

学 歴 ・ 職 歴

高校からの学歴を全て記入してください。複数の学部を卒業している場合、大学院を修了している場合、
外国の大学、外国の大学院（語学学校、コミュニティカレッジは除く）に留学した経験がある場合は余白
行に記入してください。
職歴は具体的に、職名、地位等（正社員、非常勤・パート・アルバイト等）も記入してください。
なお、専業主婦、専業主夫等の場合もこの欄に記入してください。
また、学歴及び職歴欄は空白期間がないように年月順に記入してください。
高校卒業から大学入学までに予備校在籍、専門学校卒業、就職経験などがある場合は、大学卒業（卒業見
込み）の下の行に記入してください。

社 会 活 動
社会活動（各種公的委員等）を行った場合、その団体等の名称、役職等及び活動内容を簡潔に記入してく
ださい。この項目については、証明する資料を必要としませんが、記載事項に不正が認められた場合は、
入学後においても入学許可を取り消すことがあります。

取 得 資 格
・

検 定 試 験 等

・出願書類（８）各種取得資格・検定試験成績等の証明書類【提出は任意】（７ページ）に記載されている
ものについて記入してください。また、法科大学院修了等による司法試験受験資格を現在、又は過去に
おいて有している場合は、この欄に記入してください（証明書類不要）。

・資料番号は「各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙」の資料番号欄と一致させてください。
・各種検定試験を記入する場合は、「スコア」、「級」等も記入してください。
・備考欄は、補足事項等がある場合に記入してください。

最後に、パーソナル・データの左下枠内にある誓約書に同意の上、自署でサインをしてください。

志望理由書について

スカラシップ入試
スカラシップ入試の趣旨（１ページ参照）を踏まえて、あなたが専修大学法科大学院を志望した理由を
1300字以上1400字以内（横書）で述べなさい。なお、これまでのあなたの学業実績やキャリアも踏まえ
た具体的な内容とすること。

一 般 入 試 あなたが専修大学法科大学院を志望した理由を、これまでのあなたの学業実績・キャリアを踏まえて800
字以上1000字以内（横書）で具体的に述べなさい。

＊志望理由書については、手書きが望ましいですがワープロで作成した原稿を所定用紙に貼付して提出
することを認めます（原稿を貼付する場合は、１ページ目に貼付すること）。その場合には、末尾に
総字数を記入し、氏名の欄は必ず自署してください。

＊スカラシップ入試と一般入試の両方に同時出願の場合、スカラシップ入試の志望理由書１通のみを提
出してください。
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各種取得資格・検定試験の成績を証明する書類について
　「各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙」に「氏名」、「資格・検定試験名」、「資料番
号」、「証明資料名」、「発行年月日」を記入し、「資料貼付欄」に証明資料を縮小コピーするか、折り込
むなどして枠内に貼付してください。
＊資料番号は、「入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）」の取得資格・検定試験等の資料番号欄に

記入した番号と一致するように記入してください。
＊「各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙」が４枚以上必要な場合は、付属の用紙をコ

ピーして使用してください。
＊法科大学院修了等による司法試験受験資格については、パーソナル・データへの記載のみで、証明す

る書類の提出は不要です。
＊評価対象以外の証明書類は同封しないでください。
Ａ票～Ｃ票について（18ページの記入例も参照してください）

Ａ票（写真票）

①該当する受験期を選択してください。
②試験区分：出願する全ての試験区分のカタカナに○をしてください。
③氏名：記入欄の上段はカタカナで、下段は漢字で記入してください。
④写真：最近３カ月以内に撮影した、脱帽、上半身、正面、背景のない縦４㎝、横３㎝のもので、裏面

に氏名を記入してから貼付してください。
⑤金額の欄に入学検定料の金額を記入してください。

Ｂ票（入学検定料振
　　　込金領収書）

①振込日、受験期、氏名を記入してください。
②出願する全ての試験区分のカタカナに〇をしてください。Ａ票で〇をした試験区分と同内容か確認し

てください。
③金額の欄に入学検定料の金額を記入してください。

Ｃ票（振込依頼書） 依頼日、氏名、住所、電話番号を記入し、金額の欄に入学検定料の金額を記入してください。

※今年度の第一期から第四期の入試共通で利用可能です。

身体に障がいがある者の特別措置について
身体に障がいがあり、受験及び修学上特別の配慮を必要とする者は、出願に先立ち第一期スカラシップ入試・一般入試に
ついては2023年５月31日（水）、第二期スカラシップ入試・一般入試については2023年８月２日（水）、第三期スカラシッ
プ入試・一般入試については2023年11月１日（水）、第四期スカラシップ入試・一般入試については2024年１月17日（水）
までに法科大学院事務課（TEL 03-3265-6891）へ問い合わせてください。
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Ⅳ．選考に関すること

１．選考方法と配点（各期共通）
　法学未修者

【スカラシップ入試】
　出願書類による書類審査、本学法科大学院が行う筆記試験〔小論文〕及び面接試験により総合的に判
断して合格者を決定します。合格者全員を「スカラシップ入試奨学生」として採用します。

【一般入試】
　出願書類による書類審査、本学法科大学院が行う筆記試験〔小論文〕により総合的に判断して合格者
を決定します。
＊一般入試では面接試験を実施しません。

　法学既修者
【スカラシップ入試】

　出願書類による書類審査、本学法科大学院が行う筆記試験〔民法・憲法・刑法は論述式、商法・民事
訴訟法・刑事訴訟法は短答式〕及び面接試験により総合的に判断して合格者を決定します。合格者全員
を「スカラシップ入試奨学生」として採用します。

【一般入試】
　出願書類による書類審査、本学法科大学院が行う筆記試験〔民法・憲法・刑法は論述式、商法・民事
訴訟法・刑事訴訟法は短答式〕により総合的に判断して合格者を決定します。
＊一般入試では面接試験を実施しません。

（注１）法学既修者に課す筆記試験の全ての科目について、それぞれ基準点を設け、その基準点を下回る場
合は、合計点にかかわらず、不合格となります。

（注２）法学既修者及び法学未修者の筆記試験に関して、スカラシップ入試と一般入試は同一の試験問題と
なります。

区　分 配　点
書　類　審　査  50

筆記試験（小論文） 100
面　接　試　験  70

【スカラシップ入試】
法学未修者 法学既修者

区　分 配　点
書　類　審　査  50

筆記
試験

民　　　　法
論述式

120
憲　　　　法  80
刑　　　　法  80
商　　　　法

短答式
40

120民 事 訴 訟 法 40
刑 事 訴 訟 法 40

面　接　試　験  70
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２．試験時間（各期共通）
　スカラシップ入試
　　法学未修者

試　　験　　時　　間

筆記試験
面接試験

９：50～10：00 10：00～11：30
（90分） 12：40～

受験上の注意 小論文 面　接

　　法学既修者
試　　験　　時　　間

筆記試験
面接試験

９：20～９：30 ９：30～11：00
（90分）

11：20～12：50
（90分）

13：40～15：40
（120分） 16：20～

受験上の注意

短　答　式 論　述　式

面　接商　法
民事訴訟法
刑事訴訟法

民　法 憲　法
刑　法

　一般入試
法学未修者

試　　験　　時　　間

筆記試験
９：50～10：00 10：00～11：30

（90分）
受験上の注意 小論文

法学既修者
試　　験　　時　　間

筆記試験

９：20～９：30 ９：30～11：00
（90分）

11：20～12：50
（90分）

13：40～15：40
（120分）

受験上の注意

短　答　式 論　述　式
商　法

民事訴訟法
刑事訴訟法

民　法 憲　法
刑　法

【一般入試】

区　分 配　点
書　類　審　査  80

筆記試験（小論文） 100

法学未修者 法学既修者

区　分 配　点
書　類　審　査  80

筆記
試験

民　　　　法
論述式

120
憲　　　　法  80
刑　　　　法  80
商　　　　法

短答式
40

120民 事 訴 訟 法 40
刑 事 訴 訟 法 40
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＊法学既修者試験における六法の持込みについて
　法学既修者の筆記試験（論述式）は、有斐閣「ポケット六法」、三省堂「デイリー六法」、ぎょうせい・
第一法規「司法試験用六法」、第一法規「法科大学院試験六法」、信山社「法学六法」のうち、いずれか一
冊の持込みを認めます。ただし、六法への書き込みのあるものは不可とします。

３．試験会場
　専修大学神田キャンパス８号館　東京都千代田区神田神保町３－８（裏表紙参照）
　受験する教室、面接試験の集合時間、場所等は受験票発送時に通知します。
　試験会場の変更が発生した場合、受験票発送時に通知します。

４．受験上の注意
（１）受験生は、「受験上の注意」が始まる10分前までに試験教室に入り、着席してください。
（２）遅刻（交通機関遅延によるものを含む）した場合、試験開始20分以降の入室は認めません。
（３）受験票は、必ず携行し、試験中は机上に置いてください。
（４）外国籍の者は、出願書類に記載した氏名を使用してください。
（５）筆記試験での筆記用具は、黒か青のペン又はボールペンを用意してください。
（６）問題検討のためのラインマーカー、色ペン及び色鉛筆の使用は、問題用紙に限り許可します。
（７）試験教室には時計を設置していないので、時計を持参してください。
（８）辞書・計算・録音・通信等の機能を備えた時計の使用は禁止します。
（９）携帯電話、スマートフォン等は、試験教室に入る前に電源を切ってかばん等に入れてください。

なお、時計としての使用も認めません。
（10）試験場では試験監督者の指示に従い、不正行為は行わないでください。不正行為が明らかになった

場合には、合格発表後においても合格を取り消すことがあります。
（11）試験時間内の途中退室はできません。
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Ⅴ．合格発表と入学手続

１．合格発表

合格発表日 合格通知発送日
第一期スカラシップ入試・一般入試 2023年７月７日（金） 2023年７月６日（木）
第二期スカラシップ入試・一般入試 2023年９月15日（金） 2023年９月14日（木）
第三期スカラシップ入試・一般入試 2023年12月８日（金） 2023年12月７日（木）
第四期スカラシップ入試・一般入試 2024年２月22日（木） 2024年２月22日（木）

（１）上記の試験における合格者の発表は、本学Webサイトにより行います。
（２）合格者には、合格通知書及び入学手続関係書類を、上記に記載の発送日に速達で郵送します。
（３）不合格者及び一般入試の追加合格候補者には、その旨普通郵便で通知します。合格発表日に到着し

ない場合には、合否結果はWebサイトで確認をしてください。
（４）合否について、電話・郵便・Ｅメールなどによる問い合わせには一切応じません。

●一般入試の追加合格について
合格発表時に、各期の一般入試の追加合格候補者を発表する場合があります。
定員に欠員が生じた場合に、追加合格候補者の中から追加合格者をWebサイトにて随時発表します。
追加合格者には、追加合格発表日に合格通知書とともに入学手続関係書類を速達で郵送しますので、指
定の期日までに手続を行ってください。

＊追加合格者の入学手続の詳細及び入学手続期間については、入学手続関係書類で確認してください。

２．入学手続期間

第一期スカラシップ入試・一般入試 2023年８月18日（金）～８月25日（金）
第二期スカラシップ入試・一般入試 2023年９月19日（火）～９月26日（火）
第三期スカラシップ入試・一般入試 2023年12月11日（月）～12月18日（月）
第四期スカラシップ入試・一般入試 2024年２月26日（月）～３月４日（月）

３．入学手続
（１）合格者は、入学手続期限日までに学費を銀行から振り込んだうえで、必要書類を入学手続係宛に郵

送し手続を完了してください。ただし、書類の郵送期限は締切日の消印があるものを有効とします。
なお、期限日までに手続をしない場合は、入学を辞退したものとみなします。

（２）入学手続の際、写真１枚（カラー、光沢仕上げで、脱帽、上半身、正面、背景のない縦４㎝、横３
㎝のもので、最近１ヵ月以内に撮影したもの）が必要となります。

（３）本学の入学手続完了後に、やむを得ない理由によって入学の辞退を希望し、2024年３月31日までに
申し出た場合には、入学金相当額を除く「学費」を返還します。
　詳細は、合格者に送付する入学手続要項を参照してください。

＊本学法科大学院が出願資格として定める卒業等予定（４ページ参照）の資格により出願している者に
ついて、卒業等ができないことが確定した場合は、入学手続後であっても入学を取消します。
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４．学費（令和５年度現行のもの＝参考）
 （単位：円）

項　　　　目 法　学　既　修　者 法　学　未　修　者
２年次（2023（R５）入学） ３年次（2024（R６）） 合　　計 １年次（2023（R５）入学） ２年次（2024（R６）） ３年次（2025（R７）） 合　　計

入　 学　 金 ＊ 200,000 　　　 ＊ 200,000 ＊ 200,000 　　　 　　　 ＊ 200,000

授 業 料

完　納 950,000 950,000 1,900,000 950,000 950,000 950,000 2,850,000

分
　
納

１期 （ 239,000 ）（ 239,000 ）（ 478,000 ）（ 239,000 ）（ 239,000 ）（ 239,000 ）（ 717,000 ）
２期 （ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 474,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 711,000 ）
３期 （ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 474,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 711,000 ）
４期 （ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 474,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 237,000 ）（ 711,000 ）

施 設 費

完　納 260,000 260,000 520,000 260,000 260,000 260,000 780,000

分
　
納

１期 （ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 130,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 195,000 ）
２期 （ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 130,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 195,000 ）
３期 （ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 130,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 195,000 ）
４期 （ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 130,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 65,000 ）（ 195,000 ）

教育充実費

完　納 20,000 20,000 40,000 20,000 20,000 20,000 60,000

分
　
納

１期 （ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 10,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 15,000 ）
２期 （ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 10,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 15,000 ）
３期 （ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 10,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 15,000 ）
４期 （ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 10,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 5,000 ）（ 15,000 ）

委託徴収金 校友会入会金 ＊ 10,000 　　　 ＊ 10,000 ＊ 10,000 　　　 　　　 ＊ 10,000
完　　納（年額） 1,440,000 1,230,000 2,670,000 1,440,000 1,230,000 1,230,000 3,900,000

分
　
　
納

１ 期 分 519,000 309,000 828,000 519,000 309,000 309,000 1,137,000
２ 期 分 307,000 307,000 614,000 307,000 307,000 307,000 921,000
３ 期 分 307,000 307,000 614,000 307,000 307,000 307,000 921,000
４ 期 分 307,000 307,000 614,000 307,000 307,000 307,000 921,000

入学手続時納入額（完納又は分納１期分）
完　　　納 1,440,000 分納１期分 519,000

納入期間
完納又は分納１期分 入学年度は入学手続期間内、次年度以降は４月１日から４月20日まで
分納２期分 ６月１日から６月20日まで
分納３期分 ９月１日から９月20日まで
分納４期分 11月１日から11月20日まで
※納入期限日が銀行休業日にあたる場合は、 前営業日が期限日となります。 

※本法人が設置する大学の学部卒業者及び同大学院修了者については、＊印の入学金と校友会入会金は
徴収いたしません。

※上記の学費は、令和５年度の学費となっています。令和６年度学費は、決定次第、本学Webサイト
でお知らせします。

【教育ローン・提携学費ローン】
国の教育ローン 　入学する学生の保護者の方は、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」を申し込

むことができます。国の教育ローンは、教育に必要な資金を融資する公的な制度です。
・問い合わせ先：教育ローンコールセンター（TEL 0570-008656又は03-5321-8656）
・受付時間：月～金９：00～21：00（土曜、日曜、祝日、年末年始を除く）
提携学費ローン 　SMBCファイナンスサービス株式会社と学費ローンを提携しています。

・問い合わせ先：SMBCファイナンスサービスカスタマーセンター（050-3827-0375）
・受付時間：９：30～17：00
　詳細は本学ホームページを参照してください。
　https://www.senshu-u.ac.jp/campuslife/scholarship/loan.html

　専修大学・石巻専修大学「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金について（お願い）
　学校法人専修大学は21世紀ビジョンとして「社会知性の開発」を掲げています。募金を通じて社会知性の開発を推進
していくため、専修大学・石巻専修大学「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金の募集を広く関係方面にお
願いし、お力添えをいただいているところでございます。
　入学者のご父母・保護者におかれましても、趣旨にご賛同いただき、任意ではございますが、ご協力をお願い申し上
げております。なお募集時期につきましては入学後にご案内させていただきます。
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Ⅵ．奨学生制度

（１）専修大学法科大学院奨学生制度
　本学法科大学院には、将来ある優秀な学生に対する奨学生制度（給付）があります。これらの奨学
生制度は、法曹希望者が経済的理由から法科大学院への進学を諦めることのないよう、また、法科大
学院として、その設立の理念に基づき、実務に必要な学識及びその応用能力並びに法律に関する実務
の基礎的素養を涵養するための教育を通して、豊かな人間性や職業倫理をも兼ね備えた法曹をより多
く育むことを目的として設置しています。種類は下表のとおりです。

名　称 種別 対象及び要件（採用人員） 奨学金及び採用期間

学

術

奨

励

奨

学

生

ス カ ラ シ ッ プ 入 試 奨 学 生 給付
入学者選抜試験（スカラシップ入試）
の合格者全員

未修者にあっては３年間、既修者に
あっては２年間、入学金、授業料及
び施設費相当額並びに月額８万円

（年額96万円）を奨学金として支給

新 入 生 学 術 奨 励 奨 学 生 Ａ 給付
入学者選抜試験（一般入試）の合格
者のうち、その成績が極めて優秀な
者（未修者及び既修者の合格者のう
ちから10名以内）

未修者にあっては３年間、既修者に
あっては２年間、入学金、授業料及
び施設費相当額を奨学金として支給

新 入 生 学 術 奨 励 奨 学 生 Ｂ 給付
入学者選抜試験（一般入試）の合格
者のうち、その成績が優秀な者（未
修者及び既修者の合格者のうちから
10名以内）

未修者にあっては３年間、既修者に
あっては２年間、授業料の２分の１
相当額を奨学金として支給

新 入 生 特 別 学 術 奨 励 奨 学 生 給付
専修大学の卒業生（※）で、本学法
科大学院の入学者選抜試験（一般入
試）の合格者（未修者及び既修者の
合格者全員）

未修者にあっては３年間、既修者に
あっては２年間、月額８万円（年額
96万円）を奨学金として支給

今 村 力 三 郎 記 念 奨 学 生 給付

在学生のうち前年度の学業成績が上
位であり、かつ、日頃の学習態度及
び人物の点からも専修大学が誇れる
法曹となることが期待できる者（２
年次生（未修者）及び３年次生から
若干名）
ただし、学術奨励奨学生の受給者
は、この対象者から外す

当該年度の授業料の２分の１相当額
を奨学金として支給

経
済
支
援
奨
学
生

利 子 補 給 奨 学 生 給付
在学生で経済的理由により入学又は
修学の継続のために金融機関の教育
ローン適用者となった者

当該年度の利子分の一部を補給

家 計 急 変 奨 学 生 給付
在学生で家計支持者の死亡又は失業
等による経済的困窮により、修学の
継続が困難な者

授業料の25％相当額を支給

災 害 見 舞 奨 学 生 給付 在学生で火災、風水害、地震等に被
災し、経済的困窮度の高い者

20万円を上限として支給

※卒業生とは、専修大学の学部を卒業した者又は大学院を修了した者を指します。詳細については法
科大学院事務課（03-3265-6891）へ問い合わせてください。

＊スカラシップ入試奨学生に採用された者は、その他の学術奨励奨学生制度の採用対象外となりま
す。

＊在学中の成績が著しく不振の場合、奨学生の採用を取り消すことがあります。
＊入学後、本学法科大学院奨学生規程における資格喪失の要件に該当した場合には、支給した奨学金

の返還を求めることがあります。
＊司法試験の出願に関して、本学法科大学院の受験資格以外で司法試験を受験された場合は、支給し

た奨学金の返還を求めます。
（２）その他の奨学生制度

　上記のほかに、日本学生支援機構奨学金（貸与）等があります。
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Ⅶ．記入例

１．入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）の記入例
第一期スカラシップ入試に出願済み
第二期スカラシップ入試　法学未修者（９月10日（日））・法学既修者（９月９日（土））を併願し、同
時出願で第二期一般入試　法学未修者（９月10日（日））を併願する場合令和６年度　専修大学法科大学院入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）

※ ※ ※

試験
区分

第　　期

受験期を記載の上、□には該当するものすべてに□✓をしてください。
同一年度内入試　過去の出願の有無

性別

年　　月　　日（ 　 　歳）

昭・平

※年齢は令和６年４月１日現在の年齢を記入してください

受験番号

※既修

※未修

フリガナ

氏　　名

男･･･１　　　女･･･２

□住所変更
入学後の通学住所が上記と異なる場合は
☑をしてください。

住　　所

電話番号　　　（　　　　）　　　　　　　　　携帯番号　　　（　　　　）

E-mail　　　　　　　　　　　＠

〒　　　－

都　道
府　県

写真貼付欄

□スカラ □未修者 □既修者

□未修者 □既修者
□有　　　□無

□一　般

卒　業
卒業見込み

国･公
私 立

国･公
私 立

学科大学 学部

都 道
府 県

科卒業

※ ※ ※ ※ ※

① ② ③ ④ ⑤

資 料
番 号

取　得　年　月 備　　考資格・検定試験名（司法試験受験資格を含む）

※印欄は記入しないでください。

志願者氏名（自署）

学　　歴
・

職　　歴
・

社会活動

上記記載内容に偽りがないこと、添付

した証明書類が原本に相違ないことを

誓約いたします。

取得資格
・

検定試験等

大　学
使用欄

高等
学校

1． 上半身脱帽正面背
景のないもの

2． 最近3ヶ月以内に撮
影したもの

3． 写真（4cm×3cm）
を貼付すること生年月日

年　ヶ月間
昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

センシュウ　マナブ

58

101

03

二

4 14 3 3
4

7
3
4

15 4 19 3

19 4 26 3
26 4 29 3
29 4 3 3
3 4

1
２

1 11
4 3

law acc.△△△.ac.jp
3265 6891 090 △△△△ △△△△

8425

11 13 40専修　学

東京

東京 東西
東西

東西商事（株）入社　法務部配属（正社員）
○×進学塾　大学受験準備

東西大学法科大学院修了
司法試験受験準備
専修太郎司法書士事務所勤務（正社員） 現在に至る

専修　学

司法書士
TOEIC公開テスト スコア780点

法 法律
普通

千代田区神田神保町 3－8

11

114 4 15 3

29 3 司法試験受験資格（東西大学法科大学院修了） 令和３年9月失効

✓
✓ ✓

✓ ✓

✓

✓
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２．Ａ票～Ｃ票の記入例
第一期スカラシップ入試に出願済み
第二期スカラシップ入試　法学未修者（９月10日（日））・法学既修者（９月９日（土））を併願し、同
時出願で第二期一般入試　法学未修者（９月10日（日））を併願する場合

振込日
令和　　　 年　　　月　　　日

〔受験期〕第　　　期

先 方
銀 行 三 菱 U F J 銀 行 　 神 田 支 店

試　　験　　区　　分
（該当するすべてに○）

ア ・ イ ・ ウ ・ エ

金　　額口座名 （学）専 修 大 学 検 定 料 口

志願者
氏 名

＊裏面必読

収

納 印

勘定科目

依頼日 令和　 　年　 　月　 　日 振込
指定 電 信 扱 手数料

先 方
銀 行 三菱UFJ銀行　神田支店 金 額

預金
種目 普 通 預 金 口座

番号
現 金

当手 枚（ガク）センシュウダイガクケンテイリョウグチ
他手 枚（学）専修大学検定料口

氏名（カタカナ）

氏名（漢字）

住所 〒

TEL
銀行取扱期間　第一期　令和５年６月８日㈭～６月15日㈭
　　　　　　　第二期　令和５年８月18日㈮～８月25日㈮
　　　　　　　第三期　令和５年11月９日㈭～11月16日㈭
　　　　　　　第四期　令和６年１月25日㈭～２月１日㈭

振込依頼書（取扱店保存）

収

納 印

収

納 印

１

２

３

〈令和６年度〉法科大学院入学検定料振込金領収書受験生保存用

〈令和６年度入学検定料〉

内

　
　訳

受

　取

　人

◎
取
扱
銀
行
へ
お
願
い

志

　願

　者

　氏

　名

口
座
名

①
　
太
線
内
を
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
金
額
欄
が
同
じ
金
額
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　
収
納
印
は
１
・
２
・
３
に
も
れ
な
く
正
確
に
押
印
し

　
　
Ａ
・
Ｂ
各
票
は
依
頼
人
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

④
　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
で
は
、
振
り
込
み
手
数
料
は
無
料
で
す
。

電信扱

□第一期　　　□第二期
□第三期　　　□第四期

区分

（
該
当
す
る
す
べ
て
に
○
）

試

　験

　区

　分

スカラ未修者

スカラ既修者

一般未修者

一般既修者

ア

イ

ウ

エ

￥ 0 0 0

￥ 0 0 0

３ ６ ５ ３ ８ ６

フリガナ

銀行の収
納印のな
いものは
無効

写真貼付欄

１．上半身脱帽正面背景
のないもの

２．最近３ヶ月以内に撮
影したもの

３．写真（4 ㎝ ×3 ㎝）を
貼付すること

受 験 番 号
※未修者

※既修者

（取扱店で切り離してください）

（振込後受験生が切り離してください）

氏

　
　名

A 写真票 令和６年度 専修大学法科大学院入学者選抜試験

B

C

￥ 0 0 0金額

1885

1885

2 0

2 0

2 0

専修　学

専修　学

二

センシュウ　 マナブ

101-8425

03-3265-6891
東京都千代田区神田神保町 3－8

センシュウ　マナブ

専修　学

✓

Ａ票、Ｂ票ともに試験区分のカタカナに〇をしてください。
入学検定料は、５ページを参照して、記入してください。
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令和６年度　専修大学法科大学院入学者選抜用志願書（パーソナル・データ）

※ ※ ※

試験
区分

第　　期

受験期を記載の上、□には該当するものすべてに□✓をしてください。
同一年度内入試　過去の出願の有無

性別

年　　月　　日（ 　 　歳）

昭・平

※年齢は令和６年４月１日現在の年齢を記入してください

受験番号

※既修

※未修

フリガナ

氏　　名

男･･･１　　　女･･･２

□住所変更
入学後の通学住所が上記と異なる場合は
☑をしてください。

住　　所

電話番号　　　（　　　　）　　　　　　　　　携帯番号　　　（　　　　）

E-mail　　　　　　　　　　　＠

〒　　　－

都　道
府　県

写真貼付欄

□スカラ □未修者 □既修者

□未修者 □既修者
□有　　　□無

□一　般

卒　業
卒業見込み

国･公
私 立

国･公
私 立

学科大学 学部

都 道
府 県

科卒業

※ ※ ※ ※ ※

① ② ③ ④ ⑤

資 料
番 号

取　得　年　月 備　　考資格・検定試験名（司法試験受験資格を含む）

※印欄は記入しないでください。

志願者氏名（自署）

学　　歴
・

職　　歴
・

社会活動

上記記載内容に偽りがないこと、添付

した証明書類が原本に相違ないことを

誓約いたします。

取得資格
・

検定試験等

大　学
使用欄

高等
学校

1． 上半身脱帽正面背
景のないもの

2． 最近3ヶ月以内に撮
影したもの

3． 写真（4cm×3cm）
を貼付すること生年月日

年　ヶ月間
昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

年　ヶ月間年　月～ 年　月

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得

年 　　月 取得







各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙

資格・検定試験名 資 料 番 号

証 明 資 料 名 発 行 年 月 日

　　   年   月   日

資 料 貼 付 欄

・証明資料はコピーでも結構です。

・証明資料が大きい場合は､縮小コピーするか、折り込むなどして枠内に貼付してください。

・本用紙が不足の際はコピーして使用してください。

・資料番号は、パーソナル・データの「取得資格・検定試験等」の資料番号と一致させてく

　ださい。

※印欄は記入しないでください。

受験番号 

※（未） ※（既）

氏 名



各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙

資格・検定試験名 資 料 番 号

証 明 資 料 名 発 行 年 月 日

　　   年   月   日

資 料 貼 付 欄

・証明資料はコピーでも結構です。

・証明資料が大きい場合は､縮小コピーするか、折り込むなどして枠内に貼付してください。

・本用紙が不足の際はコピーして使用してください。

・資料番号は、パーソナル・データの「取得資格・検定試験等」の資料番号と一致させてく

　ださい。

※印欄は記入しないでください。

受験番号 

※（未） ※（既）

氏 名



各種取得資格・検定試験成績等の証明資料貼付用紙

資格・検定試験名 資 料 番 号

証 明 資 料 名 発 行 年 月 日

　　   年   月   日

資 料 貼 付 欄

・証明資料はコピーでも結構です。

・証明資料が大きい場合は､縮小コピーするか、折り込むなどして枠内に貼付してください。

・本用紙が不足の際はコピーして使用してください。

・資料番号は、パーソナル・データの「取得資格・検定試験等」の資料番号と一致させてく

　ださい。

※印欄は記入しないでください。

受験番号 

※（未） ※（既）

氏 名



出願に関する問い合わせ先
法科大学院事務課　TEL 03-3265-6891〔月～金…９：00～17：00、土…９：00～12：00〕
＊夏期期間８月５日（土）～９月20日（水）は、月～金…10：00～16：00となり、土曜日は業務を行いません。
＊夏期休業８月11日（金）～８月17日（木）は業務を行いません。
＊冬期休業12月26日（火）～１月５日（金）は業務を行いません。
＊…９月18日（月）、10月30日（月）、11月３日（金）、23日（木）、１月８日（月）、２月12日（月）は業務を行いま
せん。
※…お問い合わせいただいても応答がない場合には、窓口取扱時間等を変更している場合がございます。お手数で
すが、本学法科大学院Webサイトの「INFORMATION」をご確認ください。

　本学では、個人情報の保護に関する法律を遵守し、個人情報の適正な取扱いおよび最善の管理対策を講じる
よう努めております。
　出願にあたって提出していただいた個人情報及び受験番号などの本学で付与した個人情報は、
　①入学試験の実施
　②合格発表
　③本学で行う各種講座の案内
　④アンケート調査の発送
　ならびにこれらに付随する業務を行うために利用いたします。
　なお、これらの業務を行うにあたっては、データの入力作業など一部の業務を本学と機密保持に関する契約
を締結した受託業者に委託し行いますので、提出していただく個人情報を必要な範囲において受託業者に提供
することがあります。
　また、個人情報は個人を特定できないように統計処理したうえで、本学における入学者選抜のための調査・
研究などの資料として利用いたします。あらかじめご了承ください。

「個人情報の取扱いについて」



〈神田キャンパス〉 〒101-8425 東京都千代田区神田神保町３－８
〇ＪＲ水道橋駅西口より徒歩６分
〇九段下駅（地下鉄／東西線、都営新宿線、半蔵門線）５番出口より徒歩４分
〇神保町駅（地下鉄／都営三田線、都営新宿線、半蔵門線）Ａ２出口より徒歩１分

セブン-イレブン

ファミリーマート
ファミリーマート

〒101-8425 東京都千代田区神田神保町3－8

電話 03－3265－6891

https://www.senshu-u.ac.jp/education/lawschool

専修大学法科大学院事務課

試験会場

９号館
10号館


